
いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた

今
月
の
内
容

9― 10 行政からのお知らせ２

■人権・同和問題講演会
■鯉のぼり募集
■心の健康フォーラム
■大洗鹿島線に乗ってのんびりウォーク参加者募集
■医療機関案内　　　ほか

5― 8 まちの話題

■市新春賀詞交歓会
■市消防出初式
■市ひまわりフォトコンテスト
■こむこむ　ほこた
■スポーツ　　　　　　ほか

2―4 行政からのお知らせ１

■水道加入金の一部を軽減
■自立支援医療の申請書類変更
■休日の戸籍関係窓口
■広報ほこた有料広告を募集
■市・県民税申告相談日程　ほか

　

「
久
し
ぶ
り
〜
」、「
キ
レ
イ
に
な
っ
た
ね
ー
」、「
今

何
し
て
る
の
？
」な
ど
な
ど
、振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー

ツ
、
羽
織
袴
姿
の
若
者
達
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
今

日
は
1
月
10
日
、
鉾
田
市
成
人
式
典
の
日
。
市
鉾
田

総
合
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
、
各
中
学

校
の
現
校
長
先
生
と
成
人
者
の
中
学
３
年
生
当
時
の

学
年
主
任
の
先
生
方
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
鉾
田
市
で
成
人
を
迎
え
た
方
は
昨
年
よ
り

9
人
多
い
５
２
７
人
で
全
員
が
平
成
生
ま
れ
。
平
成

元
年
ご
ろ
と
い
え
ば
…　

世
界
的
に
は
、
天
安
門
事

件
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
、
東
西
冷
戦
の
終
結
。

国
内
で
は
、
バ
ブ
ル
景
気
の
絶
頂
期
（
翌
年
か
ら
株

価
暴
落
）。
ま
さ
に
歴
史
的
転
換
の
年
で
し
た
。
そ

の
時
、
産
声
を
あ
げ
た
子
た
ち
が
、
自
分
の
二
十
歳

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

広
辞
苑
に
は
「
成
人
」
ー
「
成
年
に
達
す
る
こ
と
」

と
あ
り
、「
成
年
」
ー
「
心
身
が
完
全
な
発
達
を
な

し
、
完
全
な
能
力
行
為
を
有
す
る
と
み
な
さ
れ
る
年

齢
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
と
責
任
、
行
動
が

備
わ
っ
て
こ
そ
身
も
心
も
大
人
に
な
っ
た
と
言
え
る

の
で
し
ょ
う
。
成
人
を
迎
え
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ

に
何
か
が
変
わ
る
実
感
は
持
ち
に
く
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
の
日
が
人
生
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
式
典
の
中
で
「
成
人

の
抱
負
」
を
述
べ
た
田
山
聡
志
さ
ん
は
「
今
ま
で
、

優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
見
守
っ
て
く
れ
た
先
生
方

や
、
一
緒
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
仲
間
た
ち
が
い
て
、

何
よ
り
も
辛
く
て
苦
し
い
時
に
励
ま
し
て
く
れ
た
両

親
、
家
族
が
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
今
の
私
が
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
感
謝

を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
、
時
間
を
大
切

に
し
一
日
一
日
を
大
事
に
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
、
鉾
田
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
と
い
う
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
、
目
標
に

向
か
っ
て
さ
ら
に
成
長
し
、
立
派
な
社
会
人
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
成
人
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

20102010（平成22年）（平成22年） 月号 月号  vol.53vol.5322
～毎月３日発行～

～Ｉ ♥  My  Hometown～Ｉ ♥ M H t
二十歳の誓い

旭地区（旭東小・旭南小・旭西小・旭北小）

大洋地区（上島東小・上島西小・白鳥東小・白鳥小）

鉾田南地区（鉾田小・諏訪小・大竹小）

鉾田南地区（当間小・新宮小・青柳小・野友小・串挽小）

鉾田北地区（巴第一小・大和田小・徳宿小・舟木小）

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
● 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい環
境をつくります
● 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます
●健康で働き、活気ある産業を築きます
●教養を深め、高い文化を培います
● きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります
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◆
開
会　

３
月
２
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
　

※ 

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

傍
聴
を
す
る
方
は
お
問
合
せ
の
う
え
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
第
1
回

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

広報ほこた H22.2

2010.2 2

市
の
動
静　

（
１
月
）

５　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

９　

市
消
防
出
初
式

10　

市
成
人
式

　
　

市
新
春
賀
詞
交
歓
会

12　

政
治
倫
理
審
査
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付

13　

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
茨
城
誘
致
に
関

　
　

す
る
知
事
へ
の
要
望
書
提
出

14　

日
本
赤
十
字
茨
城
県
支
部
評
議
委
員
推
薦
委
員
会

19　

県
市
長
会

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

21　

鉾
田
地
区
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
総
会

22　

市
水
道
審
議
会
答
申

24　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
警
防
訓
練

27　

全
国
市
長
会
経
済
委
員
会

　
　

全
国
市
長
会
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議

水道加入金の一部を軽減します
問 市役所　水道部

　旭 区 域　旭水道事務所　  ☎３７ー４７０３
　鉾田区域　鉾田水道事務所  ☎３２ー４３３３
　大洋区域　大洋水道事務所  ☎３４ー５６７７

　　　管の口径

区域

１３㎜ ２０㎜ ２５㎜ ３０㎜ ４０㎜ ５０㎜
現行 軽減後 現行 軽減後 現行 軽減後 現行 軽減後 現行 軽減後 現行 軽減後

旭 区 域 126,000 52,000 157,500 62,500 252,000 94,000 346,500 125,500 630,000 220,000 1,039,500 356,500

鉾 田 区 域 120,000 50,000 150,000 60,000 240,000 90,000 330,000 120,000 600,000 210,000 990,000 340,000

大 洋 区 域 126,000 52,000 157,500 62,500 252,000 94,000 346,500 125,500 630,000 220,000 1,050,000 360,000

水道加入金一覧表（平成22年4月1日から軽減後の額を適用） （単位：円）

　

茨
城
県
の
水
道
普
及
率
は
91.

7
％
で
全
国
44
位
。
そ
の
中
で
も
鉾
田
市
は
県
内
最
低

の
普
及
率
63
％
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。
県
企
業
局
で
は
、
市
町
村
が
加
入
者
に
対
し
経
済

的
な
支
援
を
実
施
し
た
場
合
に
水
道
使
用
料
の
一
部
を
減
免
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
同
制
度
を
活
用
し
、よ
り
安
全
で
衛
生
的
な
水
道
水
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

来
年
度
か
ら
市
の
上
水
道
に
加
入
し
、
要
件
を
満
た
し
た
方
に
対
し
、
水
道
加
入
金
の
一

部
を
軽
減
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。（
※
水
道
普
及
率
は
平
成
19
年
度
末
の
数
値
）

●
受
付
期
間　

　
　

平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日（
3
年
間
）

●
軽
減
を
受
け
る
要
件

　

①
一
般
加
入
者
（
加
入
推
進
期
間
の
地
区
を
除
く
）

　

②
既
設
の
配
水
管
か
ら
引
き
込
み
が
で
き
る
こ
と

　

③
家
屋
内
へ
接
続
し
て
使
用
す
る
こ
と

　

④
加
入
申
込
時
か
ら
1
年
以
内
に
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

　

⑤ 

加
入
申
込
時
に
水
道
加
入
申
込
書
と
併
せ
て「
誓
約
書
」

を
付
け
る
こ
と

● 

申
込
方
法

　

 

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
を
通
じ
て
、
各
水
道
事
務

所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
注
） 

加
入
推
進
期
間
に
加
入
し
た
場
合
は
、
水
道
加
入
金

及
び
工
事
代
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
軽
減
制

度
は
水
道
加
入
金
の
み
を
軽
減
す
る
も
の
で
工
事
代
金

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水道
加入金

給水装置
工事代金

合計
（個人負担額）

通常の場合 15万円 15万円 30万円
今回の軽減制度を適用した場合 6万円 15万円 21万円
加入推進期間の場合 5万円 8万5千円 13万5千円

■例）鉾田区域で口径20㎜に加入した場合の負担額
　　　※給水装置工事代金を15万円と想定

◎
市
内
井
戸
水
の
約
４
割
が
飲
用
不
適

４
月
１
日
か
ら
水
道
加
入
金
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す

　

昨
年
、
市
が
行
っ
た
市
内
井
戸
水
検
査
で
は
、
約
４
割
の
井
戸
で
飲
用
不
適
と
の
結
果
が

で
ま
し
た
。
検
査
項
目
の
う
ち
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、

Ｐ
Ｈ
値
で
基
準
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

井
戸
水
は
、
地
下
の
土
壌
の
影
響
を
受
け
や
す
く
水
質
は
常
に
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

井
戸
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、
定
期
的
な
水
質
検
査
が
必
要
で
す
。

検査件数 飲用適 飲用不適

市内全域 125件 76件 49件

旭 区 域 38件 16件 22件

鉾田区域 61件 38件 23件

大洋区域 26件 22件 4件

■井戸水検査結果（調査期間：平成21年7月21日～ 31日）
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○
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
で

　

 

人
に
嚙
み
つ
い
た
り
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
犬
に
と
っ
て
も
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り

す
る
な
ど
と
て
も
危
険
で
す
。
散
歩
の
際
に
も
引
き
綱

（
リ
ー
ド
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
き
ち
ん
と

　

 

公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
・
建
物
を
汚
さ
な
い
よ
う
、

散
歩
時
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
を
携
帯
し
、
フ
ン
は
責
任

を
も
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
迷
子
防
止
に
首
輪
に
鑑
札
を

　

 

鑑
札
や
迷
子
札
を
首
輪
に
付
け
、
首
輪
を
し
っ
か
り
装

着
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

 

室
内
で
飼
え
ば
、
近
所
に
ふ
ん
尿
な
ど
で
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
猫
か
ら
病
気
を

う
つ
さ
れ
た
り
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
す
る
危
険
も

な
く
な
り
ま
す
。

○
野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い
で

　

 

一
度
餌
を
与
え
る
と
、
常
時
寄
っ
て
き
ま
す
。
餌
を

与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
飼

い
猫
と
し
て
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

○
不
妊
・
去
勢
手
術
を

　

 

子
猫
や
子
犬
が
産
ま
れ
て
も
飼
え

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
不
妊
・
去
勢

手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

 

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か

問
市
役
所　

生
活
環
境
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
内
線
）
１
１
３
４

問
市
役
所　

社
会
福
祉
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
５
６
１
・
１
５
６
７

 
犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る

　
　
　
　
　

み
な
さ
ん
へ

　

ペ
ッ
ト
は
大
事
な
家
族
の
一

員
。「
自
分
は
大
丈
夫
」と
思
っ

て
い
る
方
も
、
も
う
一
度
飼
い

方
の
マ
ナ
ー
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
飼
い

方
を
守
り
、
最
後
ま
で
愛
情
と

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
！

問
市
役
所　

介
護
保
険
課
☎
３
３
〜
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
内
線
）
１
５
７
７

　

介
護
保
険
制
度
は
、
現
役
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
納
め
る
介
護
保
険
料
を
財
源
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
制
度
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

　

災
害
や
扶
養
者
の
失
業
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
難
し
い
場
合
は
、
保
険
料
の
一
部
減
免
や
徴
収
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
に
は
、
お

早
め
に
介
護
保
険
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
、

困
っ
た
と
き
は
、

介
護
保
険
の
窓
口
へ

介
護
保
険
の
窓
口
へ

 

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

　

の
申
請
書
類
が
変
わ
り
ま
す

診
断
書
の
添
付
が
2
年
に
1
回
に
な
り
ま
す

■ 

平
成
22
年
4
月
1
日
以
降
の
支
給
認
定
開
始
の
申
請
か

ら
、
診
断
書
の
提
出
が
2
年
に
1
回
に
な
り
ま
す
。
平
成

22
年
3
月
31
日
有
効
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
再

認
定
申
請
の
際
に
診
断
書
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

■ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
用
の
診
断
書
で
同
時
申
請
し

た
場
合
も
、
同
様
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

注
１　

 

受
給
者
証
の
有
効
期
間
が
切
れ
て
し
ま
う
と
新
規
申

請
と
な
る
た
め
、
診
断
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
有

効
期
間
内
に
再
認
定
申
請
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

注
２　

 

受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
従
来
ど
お
り
1
年
間
で

す
。
申
請
手
続
は
毎
年
必
要
で
す
。
所
得
・
保
険
証

の
確
認
も
毎
年
必
要
で
す
。

受
給
者
証
の

有
効
期
間
の
終
期

再
認
定
申
請
時
の
診
断
書
添
付

今
年
（
平
成
22
年
）
来
年
（
平
成
23
年
）

平
成
22
年
2
月
28
日

　
　
　
　
　

ま
で
の
方

○

×

平
成
22
年
3
月
31
日

　
　
　
　
　

以
降
の
方

×

○

【
例
】同

時
申
請
の
た
め
の
有
効
期
間
を

　
　
　
　
　
　
　

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

● 
受
給
者
証
と
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
の
有
効
期
間
が

異
な
る
た
め
に
、
手
帳
用
の
診
断
書
を
使
っ
た
同
時

申
請
が
で
き
な
い
場
合
、
受
給
者
証
の
有
効
期
間
の

終
期
を
手
帳
の
終
期
に
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

● 

申
請
時
に
手
帳
の
有
効
期
間
の
残
り
が
１
年
未
満
で

あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。
希
望
し
た
場
合
は
、
通
常

の
1
年
間
よ
り
も
短
い
期
間
の
受
給
者
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
有
効
期
間
の
終
期
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

広 

告 

募 

集
！

　

あ
な
た
の
お
店
の
広
告
を
「
広
報
ほ
こ
た
」
に
掲
載

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

秘
書
室
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
広
告
の
大
き
さ
等　

１
枠　

縦
４
５
㎜
・
横
１
１
２
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

２
枠　

縦
４
５
㎜
・
横
２
２
７
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　

色　
　

４
色
（
カ
ラ
ー
）

●
掲
載
ペ
ー
ジ　
　

表
紙
及
び
裏
表
紙
を
除
い
た
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
最
下
段

●
掲
載
料　
　
　
　

１
枠　

１
万
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

２
枠　

２
万
６
，
０
０
０
円

●
申
込
期
限　
　
　

掲
載
を
希
望
す
る
発
行
月
の
前
々

　
　
　
　
　
　
　
　

月
の
２
０
日
ま
で

　
（
例
）
４
月
号
を
希
望
す
る
場
合
は
２
月
20
日
ま
で

●
掲
載
順　
　
　
　

受
付
順
に
掲
載
し
ま
す

●
お
問
合
わ
せ
先　

市
役
所　

秘
書
室　

広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
〜
２
１
１
１
（
内
線
）
１
２
１
２

休
日
の
戸
籍
関
係
の
窓
口
が

　
　
　

本
庁
に
集
約
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
、
休
日
の
戸
籍
の
届
出
（
出
生
・
婚
姻
な

ど
）、
埋
火
葬
許
可
申
請
（
死
亡
届
）
受
付
窓
口
は
市

役
所
（
本
庁
舎
）
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

窓　

口

届
出
の
種
類

市
役
所
（
本
庁
舎
）

各
総
合
支
所

出
生

○

×

婚
姻
関
係

○

×

埋
火
葬
許
可
申
請

○

×

※
休
日
の
各
総
合
支
所
は
、
警
備
員
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

○
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
支
払
い
方
法
の
変
更

（
償
還
払
い
へ
の
変
更
）

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
、
い
っ
た
ん
利
用
料
の
全
額
を
自
己

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。（
９
割
相
当
分
は
後
で
市

か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。）

■
１
年
６
ヵ
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

○
保
険
給
付
の
一
時
差
し
止
め

○
差
し
止
め
額
か
ら
滞
納
保
険
料
を
控
除

　

市
町
村
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
は
ず
の
給
付
費
（
９
割
相
当
分
）
の

一
部
ま
た
は
全
部
を
、
一
時
的
に
差
し
止
め
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
差
し
止
め
ら
れ
た
額
か
ら
、

保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

○
利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ

○
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
停
止

　

介
護
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
、
本
来
１
割
で
あ
る
利
用
者

負
担
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
滞
納
期
間
に
応
じ

て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

○
…
必
要　

×
…
不
要

〜
４
月
号
か
ら
広
告
欄
を
新
設
〜
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平
成
22
年
度　

市
・
県
民
税
申
告
相
談
日
程

問

受
付
時
間
等
の
お
願
い

● 

受
付
は
時
間
厳
守
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
電
話
で

の
受
付
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

な
お
、
受
付
開
始
前
に
所
定
の
受
付
簿
以
外
に
記
入
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

● 

受
付
時
間
内
に
受
付
を
済
ま
せ
た
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の

日
に
申
告
を
お
受
け
し
ま
す
が
、
申
告
相
談
業
務
終
了
時

に
不
在
の
場
合
は
無
効
と
な
り
、
翌
日
以
降
に
再
度
受
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

申
告
相
談
は
受
付
順
に
行
い
ま
す
が
、
申
告
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
多
少
前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

【
持
参
す
る
も
の
】

① 

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書

　

※ 

申
告
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
市
役
所
税
務
課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

② 

印
鑑
（
認
印
）

③ 

農
業
・
営
業
・
不
動
産
収
入
が
あ
る
方

　

収
支
内
訳
書
等
（
内
容
確
認
の
た
め
、
帳
簿
、
出
荷
伝
票
、

　

必
要
経
費
の
領
収
書
等
添
付
）

④ 

給
与
・
公
的
年
金
収
入
が
あ
る
方

　

源
泉
徴
収
票
・
支
払
者
か
ら
の
証
明
書
等

⑤ 

所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

　

次
に
掲
げ
る
（
イ
）
か
ら
（
二
）
の
各
証
明
書
等

　

( ｲ ) 
社
会
保
険
料
控
除
に
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額
を
加
算
す

る
方
…
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

　

( ﾛ ) 
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
…
支
払
先
等
か
ら
の
控
除
（
払
込
）
証
明
書

　

( ﾊ ) 
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
…
領
収
書
と
そ
れ
ら

の
支
払
内
訳
を
ま
と
め
た
も
の
、
保
険
金
等
の
補
て
ん
を
受

け
た
場
合
は
そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

　

( ﾆ ) 
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
…
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
認
定
書
（
注
１
）
等

（
注
1
） 

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方
で
、
寝
た
き
り
状
態
、
認
知
症
、
身
体
・

知
的
障
害
な
ど
、
障
害
者
又
は
特
別
障
害
者
に
準
ず
る
と

認
め
ら
れ
る
方
は
、
申
告
時
の
障
害
者
控
除
の
た
め
の
認

定
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
介
護
保
険

課
介
護
保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
☎
33
〜

２
１
１
１　

内
線
１
５
７
７
）。

※ 

申
告
会
場
の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
、
地
区
指
定
日
を
定
め
て
い
ま
す
。
地
区
指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
等
は
、
全
地

区
指
定
日
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
相
談
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係  
☎
33
〜
２
１
１
１
（
内
線
１
１
８
３
・
１
１
８
４
）

　
　
　

旭
市
民
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
☎
37
〜
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
０
・
２
１
１
２
）

　
　
　

大
洋
市
民
セ
ン
タ
ー
総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ
☎
39
〜
３
３
１
１
（
内
線
３
１
０
２
・
３
１
０
３
）

◆
確
定
申
告
、
所
得
税
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
　

潮
来
税
務
署
☎
０
２
９
９
〜
66
〜
６
９
３
１（
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。）

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
申
告
書
等
の
デ
ー
タ
は
、

e

－

T
a
x
を
利
用
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

《
e

－

T
a
x
の
メ
リ
ッ
ト
》

そ
の
１　

 

最
高
５
，
０
０
０
円
の
税
額
控
除
。

そ
の
２　

 

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
の
提

出
又
は
提
示
を
省
略
。

そ
の
３　

 

還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
（
3
週
間
程
度

に
短
縮
）。

そ
の
４　

24
時
間
利
用
可
能

■
給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

　

平
成
21
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
及
び
申
告
書

の
受
付
は
平
成
22
年
2
月
16
日
か
ら
平
成
22
年
3
月
15

日
ま
で
で
す
。

○
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・ 

年
間
給
与
収
入
金
額
が
２
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方 

・ 

1
か
所
か
ら
の
給
与
収
入
の
他
、
各
種
の
所
得
金
額

（
給
与
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
）
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方 

な
ど

○ 

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
戻
る
方

・
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

・ （
特
定
増
改
築
等)

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合
な
ど

※ 

還
付
を
受
け
る
ら
れ
る
方
は
、
2
月
15
日
（
月
）
以
前

で
も
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

潮
来
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で

　
　
　
　

確
定
申
告
！

潮
来
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
２
９
９
〜
66
〜
６
９
３
１

(

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
）

　

旭
・
大
洋
地
区
会
場
は
３
月
12
日
（金）
が
最
終
日
と
な
り
ま
す
。

※ 

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に
際
し
て
は
、
電
子
証
明
書

の
取
得
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
の
購
入
な

ど
事
前
準
備
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.e

‐ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
区

旭
地
区

鉾
田
地
区

大
洋
地
区

相
談
会
場

学
習
等
供
用
施
設
１
階
研
修
室

（
旭
総
合
支
所
敷
地
内
）

鉾
田
市
役
所
２
階
大
会
議
室

ふ
る
里
見
聞
館

（
大
洋
総
合
支
所
敷
地
内
）

日　

時

  

午
前
９
〜

　
　

 　

12
時

  
午
後
1
〜

　

 　

４
時
30
分

  

午
前
９
〜

　
　
　

  

12
時

  

午
後
1
〜

　
　

  

４
時
30
分

  

午
前
９
〜

　
　

  　

12
時

  

午
後
1
〜

　
　

  

４
時
30
分

2/16

火

上
釜

上
釜

上
宿
・
本
橋
町

横
町

桜
本
・
昭
和
町

台
浜
第
一

台
浜
第
二

台
浜
西
部

17

水

荒
地

沢
尻

七
軒
町･

新
鉾
田

新
町･

御
城

古
宿
・
西
町

本
町

濁
沢
・
別
所
釜

町
山

18

木

箕
輪
西

箕
輪
東

塔
ケ
崎

西
台
・
仲
須

旭
町

汲
上
上
宿

汲
上
下
宿

19

金

上
太
田

下
太
田

烟
田
・
小
高
根

青
山
・
安
塚

宮
内

武
与
釜

上
沢
・
荒
地

22

月

大
神
・
和
岡

田
崎

田
中
・
美
原

玄
生

大
竹
・
下
荒
地

椎
之
内

青
山
小
角
台

組
塚

23

火

上
鹿
田

下
鹿
田

白
塚
・
岡
堀
米

上
諏
訪
・
安
房
北
田
子
沼

京
知
釜

24

水

大
沼

飯
田

安
房
南

安
房
高
野

靭
負
・
柏
熊

高
釜

堺
釜

25

木

造
谷
第
二

造
谷
第
一

舟
木

舟
木

江
川
・
田
塚

吾
妻
原

26

金

三
和

造
谷
第
三

大
戸
・
額
相

東
野
・
徳
宿
本
郷
上
幡
木

中
居

3/ 1

月

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

2

火

子
生

玉
田

飯
名
・
秋
山

駒
木
根

徳
宿
新
田

石
八
戸･

南
野

二
重
作

二
重
作

3

水

野
田
・
冷
水

子
生
第
二

借
宿
・
郡
境

青
柳

大
蔵

大
蔵

4

木

常
磐
第
一
・
第
二
勝
下
新
田

西
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下
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島
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下
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札
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当
間
・
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・
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新
田

梶
山

梶
山
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全
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区

全
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・
菅
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谷
全
地
区

全
地
区
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金

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

全
地
区

15

月

全
地
区

全
地
区
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　1月9日、新春恒例の鉾田市消防出初式が挙行されま
した。早朝、消防団員は支団ごとに各地区で機械器具
点検を行い、市総合公園体育館の式典に臨みました。
　式典では、鬼沢市長の式辞のあと永年勤続功労章を
授与する表彰などの伝達が行われ、田口市議会議長、
国会議員、県議会議員から祝辞が述べられました。二
重作惣司団長は「崇高な消防精神と強い責任感をもち
団員一丸となり、消防署との緊密な連携のもと、市民
生活を守り、鉾田市繁栄のため誠意努力されたい。」と
訓示し、団員たちは、新年の幕開けとともに心を新た
にしていました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

新年の飛躍を誓う！
～鉾田市新春賀詞交歓会～

　1月10日、市内ホテルで鉾田市新春賀詞交歓会が
開催され、国会議員、県議会議員、市内各界の代表
者など約300人が集い、さらなる飛躍を誓いました。
　また、昨年、叙勲・褒章及び茨城県表彰などを受

賞された方々が紹介され、出席者からお祝いの拍手が贈られました。
　発起人を代表して鬼沢市長が挨拶に立ち「昨年は、皆さんの後押しのおかげで鉾田ブ
ランドの推進や加工品開発など積極的に事業を展開することができました。今年も、山
積する行政課題に取り組みながら、財政健全化に向けて事業仕分けの導入を視野に入れ、
住民と話し合い、皆で知恵を出し協働して、住民のためになる事業を進めていきたい。」
などと抱負を述べ、市勢発展を祈念しました。
【平成21年叙勲・褒章等受章招待者】（敬称略）▽瑞宝双光章／小橋隆三、川﨑繁之、長峯薫、
石崎一郎、窪義夫、佐藤邦彦▽瑞宝単光章／藤野光雄▽旭日単光章／相馬定男▽総務大臣賞／
長峰喜精▽林野庁長官賞／林幸雄▽茨城県表彰／額賀君子

叙勲・褒章等受賞者

厳寒の中、決意新た！
～鉾田市消防出初式～

団長訓示

サッカーワールドカップを茨城へ！
～誘致署名活動実施～

　日本が招致を目指す「2018・22年のサッ
カーワールドカップ」の茨城開催実現に向
け、県サッカー協会や鹿島アントラーズホー
ムタウン協議会（鹿行5市）が中心となり、
12月中旬から約1ヵ月間署名活動を実施し
ました。鹿行5市で約4万6千人（うち鉾田
市約5千3百人）、県全体で約17万5千人分の
署名が集まり、県は「機運醸成が図られた」
として開催自治体へ立候補しました。
　立候補自治体は、02年Ｗ杯を開催した県、
政令指定都市などが表明しています。
※署名活動へのご協力ありがとうございました。

みんなできれいなまちづくり
～市内一斉クリーン作戦～

地 域 の 安 全 安 心 に 貢 献
～東京電力㈱防犯灯寄贈～

　12月20日、市内一斉クリーン作戦が
各地区で実施されました。今回、収集さ
れたゴミは、可燃ゴミ 5,065kg、不燃ゴ
ミ 8,645kg、粗大ゴミ 6,175kg、合計で
19,885kg でした。6月実施されたときと
比較して1,345kg 増えました。
　クリーン作戦は毎年6月と12月の2回、
地区ごとに、快適な生活環境づくりを目指
し実施されています。今後も皆様のご理解
ご協力をお願いします。

　東京電力では、毎年、地域社会への貢献
活動の一環として各自治体へ防犯灯を寄贈
されており、本年度も当市へ防犯灯15基
が寄贈されました。12月25日に鈴江正典
東京電力土浦支社長が市役所を訪れ、鬼沢
市長に目録を手渡されました。
　寄贈された防犯灯は、市の予算で確保
している設置台数と合
わせて、市内の要望箇
所に設置される予定で
す。

　元日の早朝、鹿島灘海浜公園（大竹）で行われた
　署名活動の様子
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日本一のメロン、苗から作ります！

市の花「ひまわり」をフォーカス！

　つる割れ病対策、経費節減につなげようと鉾田農業高校で「メロン接ぎ木苗生産技術講習会」が12
月下旬から1月中旬にかけて全５回の日程で行われました。講習会は、市、市担い手育成協議会、鉾田
農業高校、県鉾田地域農業改良普及センターが連携して主催したもので、農業後継者12名、同校生徒
14名が参加しました。「鉾田はメロン生産日本一を誇っていますが、つる割れ病が蔓延していて、実生（み
しょう）の苗では枯れてしまうため、多くのメロン栽培農家が接ぎ木苗を購入しているのが現状です。」
と市産業経済課担当者。そこで開催されたのが同講習会。自前の接ぎ木苗を生産しメロン栽培を行って
いる生産者を講師に迎え、「ワンツーアタック」という台木に切れ目を入れ、そこにメロンの穂木を挿
入する技術を学びました。また、1月18日の閉講式で、参加した受講生は「生産技術を習得できて良かっ
た。生産コスト削減につなげたいです。」とお礼を述べ、講師を務めた生産者からは「基本さえ守れば
成功率は上がります。自分の苗は自分で作るという志を持って頑張ってください。」とエールが贈られ
ました。
　接ぎ木苗は年々高騰していて、農家の経営を圧迫している原因の一つとなっています。現在1本230
円程度するものが、自前で生産すれば1本当たり100円ほど経費を削減でき、10アールの畑であれば10
万円ほどの経費節減になります。同講習会は、今年で2回目の開催となり、来年度も開催される予定。

　昨年10月から11月にかけて募集していた「鉾田市ひまわりフォトコンテスト」（主催：市・市認定農
業者連絡協議会）の入賞作品が決定し、12月22日表彰式が行われました。同コンテストは、台濁沢の
市有地にひまわりが植えられていることから、市民の皆さんに見て楽しんでいただくとともに、思い出
の1枚として写真に収めていただこうと開催されました。
　市内外から多数の応募が寄せられ、鬼沢市長をはじめとする7名の審査員が選考を行いました。審査
基準は、○テーマ性：市の花としてのイメージに沿っているか　○表現性：視点、構図、バランス、ピ
ント、色の表現力があるか　○瞬間性：撮影対象のシャッターチャンス、タイミングをものにしている
か　○独創性：被写体の捉え方など独自に工夫しているかなどをポイントとして行われました。入賞者
は下記の通り。
　入賞者たちは「入賞できて大変光栄。少しでも市の PRに活用していただければ嬉しいです。」と喜
びを語ってくれました。今後、入賞作品は、市の PRなどに活用される予定です。

　全国第3位の養豚の産地を誇る鉾田市。
昨年10月から年末にかけて収穫祭などの
学校行事で使用してもらおうと、希望した
小学校に対し、市養豚組合（打田治美組合
長）は食育の一環として豚肉の無償提供を
行いました。希望した小学校13校へ合計
で100kg を提供。
　12月に提供を受けた鉾田小（写真）では、
当初「鉾小まつり」で利用する予定が新型
インフルエンザの流行で中止に。しかし、
創立135周年を迎える記念日に給食のトン
汁に入れて児童たちにふるまわれました。

　12月15日、市農業振興センターで市安
全安心な農作物生産推進会議（主催：市・
市農業振興センター運営協議会・市農業振
興協議会）が開催され、安全な農薬の使用
方法と農産物直売所の食品表示などについ
て学びました。講師の全農茨城の渋谷栄一
氏は農薬の具体的な使用方法などにふれな
がら「食の安全が注目されています。これ
からは、消費者はもちろん地域環境や住民
と調和していく農業を心がけることが大切
です。」などと訴えられました。

　12月16日、鉾田市耕作放棄地対策協議
会設立総会が開催され鬼沢市長が会長に就
任しました。市内の農地面積は約7,200ha、
耕作放棄地は120ha 存在し、国では平成
23年を目途に「農業上重要な地域を中心
に耕作放棄地の解消」を掲げています。
　同協議会では、農地の確保と有効利用を
目的に、耕作放棄地の再利用を推進する事
業を行います。具体的には、耕作放棄地と
なった農地を再利用するために必要な経費
の助成事業などが予定されています。

～メロン接ぎ木苗生産技術講習会～

～鉾田市ひまわりフォトコンテスト～

【入賞者】（敬称略）▽最優秀賞（市長賞）黒崎かつ江＜台濁沢＞　▽優秀賞（教育長賞）菅谷勲＜上沢＞
 　　　　　　　　   ▽佳作（議長賞）久保田隆司＜大洗町＞

▲優秀賞作品

▲佳作作品

▲最優秀作品

各小学校へ豚肉、無償提供！
～鉾田市養豚組合～

地域との調和に配慮した生産を
～鉾田市安全安心な農産物生産推進会議～

有効な農地利用をめざして！
～市耕作放棄地対策協議会設立～

  豚肉の目録を手渡す市養豚組合代表者と嬉しそうに
  受け取る鉾田小の児童たち

全国トップクラスを誇る
鉾田市の農産物

市農業振興センター

※ 実生の苗…種から発芽させたもの。　接ぎ木…2個以上の植物体を、人為的に作った切断面で接着して、1つの個体と
すること。上部にする苗木を穂木、下部にする苗木を台木という。
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今の僕たち、私たちにできること

　1月16日、鉾田中央公民館で第10期ほこた塾新

春公開講座が塾生、一般市民を対象に開かれまし

た。第1部は美浦村長を４期つとめた市川紀行氏

を講師に迎え、「協働のまちづくり」と題する講

演が行われました。

　市川氏の講演では、村長当時の足跡を振り返り

ながら、村民によるベートーベンの「第９」演奏

会や音楽フェスティバルの開催などを通して協働

のまちづくりを推進した事例を挙げ、「人が動け

ばまちが動きます」と訴えられ、鉾田の協働のま

ちづくりにエールを贈られました。

　第2部のパネルディスカッションでは、まちづ

くり市民活動の取り組みの経緯と現状、これから

の鉾田らしい協働のまちづくりについて意見が交

わされ、長谷川幸介茨城大学准教授は「基幹産

業である農業に従事している人もしていない人も

　12月24日、旧鹿島鉄道の鉾田駅に展示されていた車両２両（キ

ハ601・ＫＲ -505）がほっとパーク鉾田の敷地に移設されました。

作業は、早朝から始まり車両通行の少なくなった午後７時半頃から

大型トレーラーでゆっくりと運ばれ、午後９時半には新しく敷かれ

た線路に設置されました。

　車両は鉾田駅保存会から市に寄付され、今後は、昭和の鉾田地域

発展のシンボルとして展示・公開される予定です。

誇りを持つことが大切、そして、協働のまちづく

りには市職員の意識改革と協働を担える市民が必

要。鉾田は永く協働をやってきたところ、可能性

を信じて頑張ってほしい。」と結ばれました。最

後に参加者との質疑応答なども行われ終了予定時

間を大幅に超えるほど会場はおおいに盛り上がり

ました。

　「誰かのために、私にもできることをやってみよう。たとえそれが小さなことでも

続けてみよう！」これは、12月23日に鉾田中央公民館で開催された「鉾田市青少年

の主張大会」（主催：青少年育成鉾田市民会議）で発表された1節です。

　応募した市内の小中学生から選考された13名（当日1名欠席）が演台に立ち、日常

の家族とのふれあいや部活動などを通して感じたことや健康、環境、社会問題まで幅

広い内容で、皆、今の自分に何ができるのかを問い、将来の夢や希望を堂々と発表し

ました。同大会は、青少年の健全育成を目的に開催されました。

　12月26日、市内ホテルで読売巨人軍投手の東野峻選手の後援

会設立総会が開催され、鬼沢市長が後援会会長に就任し約300名

の会員とともに発足を祝いました。東野選手は「大変光栄。今年

よりも良い成績を挙げ、鉾田の名前が有名になるよう頑張りま

す。」と感謝と来シーズンの活躍を誓いました。会員は1,000名を

超え、計画では、応援観戦ツアーなどが予定されています。

　また、当日の午前中には、鉾田南中グランドで市内の少年野球

10チーム約150人が参加して東野峻野球教室も開催されました。

  新たなる
　　　旅立ち
～キハ601・ＫＲ -505 ～

～東野峻後援会設立～

【入賞者】（敬称略）▽市長賞／村田るつき（鉾田南中）▽議長賞／日髙朱理（旭中）▽教育長賞／高橋りさ（新宮小）
▽中川美咲（鉾田南中）▽入賞／小橋清隆（旭南小）・斉藤千春（青柳小）・山田祐輝（上島西小）・薄井雄一朗（鉾
田北中）・小島剛（大洋中）・小松﨑梨紗（大洋中）・後藤里奈（鉾田南中）・田口亮子（旭中）・塙幸恵（鉾田北中）

～第1回鉾田市青少年の主張大会～

大会当日、青少年の活動発表として行
われた鉾田南中吹奏楽部による演奏

真剣な表情で子どもたちの発表に聞き
入る6名の審査委員

鉾田らしい協働の
　まちづくりを目指して

～ほこた塾新春公開講座～

▽パネリスト：市川紀行元美浦村長（写真上段右）、長谷川幸介
茨城大学准教授（上段中央）、鬼沢保平市長（上段左）、額賀君子
元塾長（下段左）吉田俊郎塾長（中段左）　▽コーディネーター：
深作己塾実行委員、相馬正仁塾実行委員

がんばれ、ぼくらの希望の星！

こむこむ ほこた

HOKOTA
Community & Communication
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　1 月 11 日、鉾田総合公園

で近隣から 12 の少年サッ

カーチームが参加して「第

４回鉾田市体育協会長杯サッ

カー大会」（市体協主催）が

開かれました。

　予選リーグを勝ち抜いた４

チームが決勝トーナメントに

進み、鉾田市のＦＣドルフィ

ン大洋が日頃の練習の成果を発揮し優勝しました。

【大会結果】　優勝：ＦＣドルフィン大洋　準優勝：大野 SSS

　　　　　　３位：延方 SS　３位：フォルサ若松

HOKOTA
Community & Communication

本物の舞台芸術体験事業　人形浄瑠璃鑑賞

ＳＰＯＲＴＳＰＯＲＴＳＳ
第54回山王杯・第37回桜芳杯
第18回鉾田ロータリー杯バスケットボール大会 第20回山王杯ミニバスケットボール大会

鉾田南中　給前友貴くん山口奈々さん　全国中学校スキー大会出場

第４回鉾田市小学生ソフトテニス大会

　1 月 14 日、旭北小で、人形
浄瑠璃「八王子車人形」の鑑賞

会 ( 文化庁の本物の舞台芸術体

験事業 ) が行われました。車輪

の付いた腰掛車に座った人形使

いが一人で人形を操作するのが

特徴で、人形自身が舞台を歩い

ているように見えます。人形の

解説や二人三番叟 ( そう )、ま

た代表児童による「サクラサクラ」の曲に合わせた踊りや鳴物に合わせた立

ち回りを披露すると、保護者や老人クラブの方等から大きな拍手が起こりま

した。最後に、

人間国宝の鶴賀

若狭掾の語り

（新内節）と三

味線の演奏によ

る「東海道中膝

栗毛」の舞台を

鑑賞しました。

　12 月 20 日、鉾田保健

センターで、国際交流協

会主催の「国際交流の集

い」が開催されました。

同協会の会員、日本語教

室の講師と学生ボラン

ティア、日本語教室生徒

とその家族など約 40 名

が参加し、それぞれ出身

国の料理作りやプレゼント交換も行われ、大いに盛り上がりました。

主な料理名　フィリピン：ソパス（マカロニスープ）、タイ：クイッティ

オパッタイ（タイ風焼きそば）、

オーストラリア：シェパード

パイ、ベトナム：ジャーヨー（ベ

トナム風揚げ春巻き）

　12 月 19・20 日、鉾田総

合公園外３か所でバスケット

ボール大会の山王杯・桜芳杯・

ロータリー杯（市教委・市体

協主催）が行われました。

　近隣の中学校男女各 24 校

が参加し熱戦が繰り広げら

れ、男子の部で旭中が優勝し

ました。

【大会結果】　

▽男子／優勝：旭中／準優勝：神栖三中／３位：平井中／３位：神栖一中

▽女子／優勝：神栖四中／準優勝：神栖二中／３位：麻生一中／３位：潮来一中

　１月 10・11 日、鉾田総合

公園外５か所でミニバスケッ

トボール大会、山王杯（市教

委・市体協主催）が行われま

した。近隣から男子８チーム、

女子 16 チームが参加し、男

子は旭西ミニバスが準優勝、

女子は大洋が 3 位に入賞し

ました。

　12 月 20 日、鉾田総合公園

で「第４回鉾田市小学生ソフ

トテニス大会」（市体協主催）

が行われました。

　鹿行各地から高学年と低学

年併せて 58 ペア 116 名の小

学生が参加し低学年の種目で

市内男・女のペアがともに好

成績を収めました。

【大会結果】（市内入賞者）

▽低学年男子／準優勝：南波留・今泉ペア（鉾田スポ少）／3位：藤枝・大橋

ペア（大洋スポ少）　▽低学年女子／3位：日高・米川ペア（旭ジュニアスポ少）

【大会結果】　

▽男子／優勝：茨城町ミニバス／準優勝：旭西ミニバス／３位：大同西ミニバス

３位：平井ミニバス　▽女子／優勝：三笠ミニバス／準優勝：鹿島ミニバス／３位：

大洋ミニバス／３位：津澄ミニバス

第４回鉾田市体育協会長杯サッカー大会

　１月 15 日から 17 日に福島県で行われた中学校総

合体育大会スキー茨城県大会に出場した、鉾田南中３

年生の給前友貴君と山口奈々さん（鉾田市スキー連盟

所属）が大回転と回転の種目で優秀な成績を収め、岩

手県で行われる「第 47 回全国中学校スキー大会」(2/3

～ 6 開催 ) へ出場することが決まりました。

【茨城県大会結果】
　▽給前　友貴君
　　　大回転３位　回転２位
　▽山口　奈々さん
　　　大回転４位　回転３位

国際交流の集い　手料理で交流会
こむこむ ほこた
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invite募集します

問　県保健福祉部生活衛生課環境・動物愛護グループ
☎０２９－３０１－３４１８

飼い犬・猫の飼養実態調査実施中

　茨城県では、犬・猫を飼っている世帯を対象
に飼育状況を把握するため「犬猫の飼育実態に
関するアンケート調査」を行っています。
対象　犬の登録をしている世帯等
期間　1/18（月）～ 2/28（日）
方法　対象世帯に「調査票」を配布
■調査員は、所定の身分証明書を携帯しております。

　高等部生徒の職業教育の一環として職場体験
学習を実施しております。つきましては、新た
な実習先を開拓しておりますのでご連絡くださ
い。

問　鹿島養護学校進路指導部　赤平まで　☎０２９９－８２－７７００

県立鹿島養護学校からのお願い

問　市役所農業委員会　☎３３－２１１１（内線１２５１・１２５２）

農業委員会からのお知らせ

相談日　2/9（火）
　　　　大洋市民センター 9:00 ～ 12:00
　　　　旭市民センター　13:00～16:00
内容 　 農業委員会に関する各種申請書の受付と審査

人権・同和問題講演会 ( 予約不要）
問　市教育委員会生涯学習課　☎３７－４３４２（直通）
　　市役所社会福祉課　☎３３－２１１１（内線１５６６）

　21世紀を真に「人権の世紀」とするため、
基本的人権の尊重の精神を高め、豊かな人権感
覚を養い、市民一人一人が自分自身の問題とし
て人権問題を正しく理解すると共に、人権意識
の高揚を図るため講演会を開催します。
日時　2/12（金）18:00 ～ 20:00
場所　鉾田中央公民館
講演　「あーよかったな　あなたがいて
　　　　　～「優しさ」という温かい貯金～」
講師　教育サポーター　仲島正教氏

日時　2/13（土）14:00開演
場所　茨城県立県民文化センター　大ホール
出演　県警察音楽隊、県警察カラーガード隊
演奏予定曲等　吹奏楽のためのラプソディー
　　　　　　　昭和40年代ヒット曲メドレー
　　　　　　　キセキ　ほか
駐車場　台数に限りがありますので、公共交通
　　　　機関をご利用下さい。

おまわりさんのコンサート（無料）
問　県警察本部総務課広報広聴室音楽隊係　☎０２９－３０１－７０１８

問　茨城労働局労働基準部賃金室　☎０２９－２２４－６２１６

茨城県の特定最低賃金改正

応募資格　18歳以上（高校生除）
　　　　　アントラーズホームゲームで年4回
　　　　　以上活動できる方
活動内容　座席誘導、入場者カウント及び地域
　　　　　 スポーツイベント等へのボランティ

ア活動の協力など
交通費等　 交通費一部支給、傷害保険加入、食事付、

ユニホーム貸与
申込方法　 指定の申込用紙に必要事項を記入

し、下記へ郵送または持参
申込先　〒314－0007鹿嶋市神向寺26-2
　　　　カシマサッカースタジアム内
　　　　「アントラーズスポーツボランティア事務局」
■ 申込用紙はアントラーズクラブハウス、ウェルネス
プラザ、鉾田市役所・アントラーズホームページか
ら取得可

問　アントラーズスポーツボランティア事務局　☎０８０－６５３７－６８００

アントラーズスポーツボランティア募集

日時　2/19（金）10:00 ～ 15:00
場所　ワークプラザ勝田
内容　土地や建物の権利争い、金銭貸借上の紛
　　　争、離婚・相続等の家庭内や親族間のも
　　　めごと、法律が絡んだ問題の解決方法など
相談員　水戸調停協会所属調停委員（弁護士、
　　　　不動産鑑定士、建築士、司法書士、土
　　　　地家屋調査士、税理士などの専門委員）

調停相談会のお知らせ（予約不要・無料）
問　水戸地方・水戸家庭裁判所内水戸調停協会　☎０２９－２２４－８２７０

申込締切２/26（金）
内容　①県の主要事業や施設等を取材し、その
　　　　結果を県広報紙ひばりで発表
　　　②会議等に出席
任期　Ｈ 22．４～Ｈ 23．３
募集人員　４人
応募資格　① 県内在住のＨ 22．４．１現在で満

20 歳以上の女性
　　　　　②公務員や議会の議員でない方
　　　　　③取材先の要望する日時に応じて取
　　　　　　材できる方
　　　　　④自分で（県内の）取材先に移動で
　　　　　　きる方
申込方法　① 応募用紙に記入の上、「応募する理

由」と「地域の話題」をそれぞれ
４００字程度にまとめたものを貼
付して、郵送またはＦＡＸで申込

　　　　　② 県ホームページから様式をダウン
ロードし、Ｅメールでの送信も可能

郵送先　〒 310-8555 水戸市笠原町 978-6

　　　　茨城県広報広聴課　広報編集担当
ＦＡＸ　029-301-2168　
Ｅメール　koho3@pref.ibaraki.lg.jp

いばらき女性特派員募集
問　県広報広聴課　☎０２９－３０１－２１２８

申込締切２/26（金）
内容　アンケート調査への協力、県政に関する
　　　意見や提案の提出、研修会等への参加
任期　２年間（委嘱の日～Ｈ 24．３）
募集人数　50 名
応募資格　①県内在住の 20 歳以上の方
　　　　　②公務員、議会の議員でない方
　　　　　③ 国・市町村のモニター及びインター

ネットモニターと兼務にならない方
　　　　　④過去５年間に県政モニターを経験
　　　　　　していない方
申込方法　 応募用紙に記入の上、郵送・ＦＡＸ・

Ｅメール・電子申請のいずれか
■応募用紙は県のホームページからも取得可
郵送先　〒 310-8555 水戸市笠原町 978-6
　　　　茨城県広報広聴課　県政モニター担当
ＦＡＸ　029-301-2168
Ｅメール　koho2@pref.ibaraki.lg.jp

県政モニター募集
問　県広報広聴課　☎０２９－３０１－２１２３

申込締切２/20（土）
日時　３/13（土）受付９：00
場所　大洋公民館
対象者　鉾田市在住・在勤者
内容　舞踊、民舞等
出演料　１人（出演者）1,000円
申込方法　 申込用紙に出演料を添えて下記の方

へ申込
　　　　　 浅倉末子（旭地域）、佐藤みよ子（大

洋地域）、真家けい子（鉾田地域）
■申込用紙は各公民館（鉾田・大洋・旭）にあ
　ります。

第５回市民舞踊まつり出演者募集
問　事務局（藤崎）☎３２－３５１３

県認定　水戸建築高等職業訓練校
問　水戸建築高等職業訓練校　☎０２９－２２６－０４０５

　職場で建築大工職として現場作業の実施指導
を受けながら３年間就学（夜間授業）すると２
級技能士の受験資格が得られます。さらに、技
能照査（卒業試験）に合格すると学科試験が免
除されます。
受付期間　4/10（土）まで
授業料　年間６万円・推進協力会費５千円
訓練日　毎週火・金曜日の18:30 ～ 21:30
対象　中学校・高等学校・専門学校を卒業して
　　　水戸市周辺の事業所に建築大工職として
　　　就職している方
申込方法　規定の入校申込書に記入の上、事業
　　　　　主を経由して申込

　特定の産業に従事する労働者と使用者に適用さ
れる特定最低賃金が下表のとおり改定されました。

効力発生日：平成21年12月31日

件名 時間額（円）
鉄鋼業 ７８５
はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業 ７７２
計量機・測定器・分析機器・試験機・
理化学機械器具、医療用機械器具・
医療用品、光学機械器具・レンズ、
電子部品・デバイス・電子回路、電
気機械器具、情報通信機械器具、時
計・同部分品製造業

７６５

各種商品小売業 ７３７

申込締切 2/22（月）
申込資格　次のすべての要件を満たす方
　①茨城県民で、Ｈ 22.4.1 現在満 60 歳以上の
　　常勤の職に就いていない方（50 歳以上の
　　方も申込可、但し 60 歳以上の方優先）
　②認定後に地域活動を行うことができる方
　③講習会の全日程に参加できる方
〈日　程〉10:00 ～ 15:45（初日のみ 9:45 開講）

場所　茨城県健康プラザ（水戸市笠原町）
内容　講義、実技
受講料　無料（交通費、昼食代は各自負担）
申込方法　 往復はがきの往信の文面に①～⑥を

記入して下記へお送り下さい。
　　　　　①住所・郵便番号
　　　　　②氏名・ふりがな
　　　　　③性別
　　　　　④生年月日（4/1 現在）
　　　　　⑤電話番号
　　　　　⑥受講出来るコース番号すべて
■ 返信の宛名面は、申込者の住所と氏名を記入
して下さい。
郵送先　〒 310-0852 水戸市笠原町 993-2
　　　　　茨城県立健康プラザ

問　茨城県健康プラザ介護予防推進部　☎０２９－２４３－４２１７

シルバーリハビリ体操指導士３級養成講習会

68 コース 4/5、8、12、15、19、22、26、28

69 コース 4/6、9、13、16、20、23、27、30

70 コース 5/10、13、17、20、24、27、31、6/3

71 コース 6/7、10、14、17、21、24、28、7/1

72 コース 6/22、25、7/2、6、9、13、16、20
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健康カレンダー （2/３～3/３まで掲載）
旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

問

市立図書館休館日　2月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28

休館日

問　市役所産業経済課☎ 33－ 2111（内線 1167）

旭地区 鉾田地区 大洋地区
時間 9：00～12：00
塩ビ ２/10（水）２/９（火） ―
ポリ ２/24（水）２/23（火）２/22（月）
農薬空缶 ー ― ―

農業使用済みプラスチックなどの収集日程

毎月開催しています！
市民と市長の朝市トーク

市役所総務課秘書室
☎33－2111（内線1211）

問

とき　3/1（月）鉾田市役所
　　　4/5（月）大洋総合支所
※時間はいずれも８：15～９：15

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

　鉾田本所　☎32－5831
　旭支所　　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

心配ごと相談
旭 鉾田 大洋

2月 25（木）
旭学供施設

4（木）
大洋公民館

3月 11（木）
社協本所

25（木）
大洋公民館

行政相談

市役所総務課秘書室☎33－2111
（内線1211）

問

2/10（水）13：30～15：30
　　　　鉾田中央公民館

＊毎月第２水曜開催

市の花　ヒマワリ 市の木　サクラ 市の鳥　ウグイス

つくば（９：00～21：00） ☎029－852－9999
大　阪（24時間対応）　　 ☎072－727－2499
日本中毒情報センター http://www.j-poison-ic.or.jp/

中毒110番

毎日（20：00～23：00） ☎0299－82－3817
鹿嶋市宮中1998－２鹿島保健センター内

夜間小児救急診療所

毎日（18：30～22：30）
日曜日・祝日・年末年始（9：00 ～ 17：00）
☎029－254－9900（短縮ダイヤル＃8000）

茨城子ども救急電話相談

電話案内（24時間対応） ☎029－241－4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

茨城県救急医療情報システム

鉾田警察署 ☎34－0110
鉾田消防署 ☎34－0119
旭 出 張 所 ☎34－4119
大洋出張所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119

一般の問合せ

医 療 機 関 案 内

鉾田警察署　110
鉾田消防署　119

火 災 ・ 緊 急

　　防災無線を聞き逃した時は

防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

納税カレンダー
固定資産税 ４期

納期限
３/１
（月）

国民健康保険税 ８期
介護保険料 ６期
後期高齢者医療保険料 ８期

献血にご協力ください
2/8
（月） ９：30～15：30 旭総合支所

精神保健事業
事業名 場所（時間） 2月

デイケア 鉾田
（９：30～11：30） 5・12・19・26（金）

フリークラブ

旭
（９：30～11：30） 10・24（水）

鉾田
（９：30～11：30） 3・17・3/3（水）

大洋
（９：30～15：00） 8・15・22・3/1（月）

事業名 場所（項目） 2月

乳児健診 鉾田 17（水）
（H21．10生）

育児相談
旭 3/2（火）
鉾田 17（水）
大洋 9（火）

幼児健康
診査

旭 3歳児健診 3/2（火）
（H18.9～11生）

鉾田

１歳半健診 19（金）
（Ｈ20．7生）

２歳児歯科健診 ５（金）
（H19．7生）

３歳児健診 16（火）
（H18．10生）

機能回復
訓練

（リハビリ）

旭 3・10・24・3/3（水）
鉾田 4・18・25（木）
大洋 5・12・19（金）

休日診療
電話番号 2月

高須病院 33-2131 7・28
ハタミ病院 33-3158 11
北浦整形外科 33-2136 14
鉾田病院 32-3313 21

心の健康フォーラム（講演会）
問　鉾田保健センター　☎３３－３６９１

　年齢とともに訪れる心身の変化や不調。対処
法によって不調が長びくことがあります。上手
な乗りきり方や周囲の人の関わり方などを学び
ます。
日時　2/15（月）10:00 ～ 11:45
場所　鉾田保健センター２階
演題　「更年期を上手に過ごすコツ」
講師　松田　敏裕先生
　　　（さくらクリニック・産業医）
対象者　心の健康づくりに関心のある方、更年
　　　　期障害で悩んでいる方・心配な方、一
　　　　般市民の方、保健・医療・福祉に従事
　　　　している方など

日時　2/27（土）受付9:00から　雨天決行
集合場所　大洗鹿島線「徳宿駅」
コース　　徳宿駅→いちご狩り→ファーマーズ　
　　　　　マーケットなだろう→新鉾田駅
　　　　　＊歩行距離約11キロ
定員　３００名（先着順）
参加費用　無料 [いちご狩り参加者 (限定150名 )
　　　　　は一人1,000円負担 ]
申込方法　申込書をＦＡＸ、又は郵送
■申込書は市役所・市ホームページから取得可
申込先　〒310-8555　水戸市笠原町978-6
　　　　大洗鹿島線を育てる沿線市町会議事務局

問　大洗鹿島線を育てる沿線市町会議事務局
　　☎０２９－３０１－２５３６　ＦＡＸ０２９－３０１－２５３９

参加者募集～早春のイチゴ狩りを楽しもう～
大洗鹿島線に乗ってのんびりウォーク２０１０

鯉のぼり募集について
問　市役所都市建設課　☎３３－２１１１（内線１２７４）

　４月から５月にかけて北浦湖畔の安塚公園で
掲揚する「鯉のぼり」を募集しております。ご
家庭で不用となった鯉のぼりがありましたら、
ご提供ください。
収集場所　市役所　都市建設課
　　　　　旭市民センター（管理Ｇ）
　　　　　大洋市民センター（管理Ｇ）

■ ご提供していただいた鯉のぼりは返却できま
せんのでご了承下さい。

1月5日、大洋総合支所で行われた朝市トー
クでは、とっぷさんて大洋や市が行う講
演会の入場料等が話題になりました。




